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国
民
保
護
条
例
叩
年
度
一

反
対
討
論
W
賛
成
討

H

行
財
政
権
造
改
革
の
実
現
の
た
め

一
般
質
問



合おかがき議会だより

概要
定例会

平
成

毎
度
一

審
議
が
深
夜
に
ま
で
及
ん
だ
数
日
間

を
含
め
、

3
月
定
例
会
は

3
月

1
日

j

n
日

(
1
日
延
長
)
ま
で
の
会
期

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

-
本
議
会
で
提
出
さ
れ
た

ω議
案
の
う

ち
、
主
な
も
の
は
、

①
平
成
四
年
度
一
般
会
計

・
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
・
そ
の
ほ

か
特
別
会
計
予
算
な
ど

②
職
員
の
定
数
、
給
与
、
手
当
、
勤

務
時
間
、
退
職
金
、
定
年
等
に
つ

い
て
の
各
種
条
例
の
改
正

③
岡
垣
サ
ン
リ

l
ア
イ

・
い
こ
い
の

里、

臨
海
荘
、
町
営
駐
車
場
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

l 傍聴に来ませんか i 
議員定数調査特別委員会は原

則として毎週月曜日に開会し

ます。どのようなことが協議

されているのか皆さんも傍聴

してみませんか。

聞で職員を34名削減の方向へ

500万円の削減

いても助成対象年齢を 3歳から 5歳へ引き上げ
垣町国民保護条例を制定

来どおり
1階に住民課を設置し、住民サービスの約 7割を対応

また、駅前中心市街地道路のカラー舗装整備
047万円

下水道課へ

からの繰入金は5，000万円

6，800万円の減額。 21年度から税率を0.2%上げの方向ヘ
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全
員
協
議
会

-
芦
屋
競
艇
の
損
失
補
填
に
つ
い
て

芦
屋
町
へ
の
施
設
使
用
料
が
滞
る
運
営
状
態
に
あ
る
現

状
下
で
、
損
失
の
応
分
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

う
か
を
協
議
。
今
後
、
執
行
部
の
素
案
提
示
後
に
具
体

的
な
協
議
。

-
岡
垣
町
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

行
財
政
構
造
改
革
と
と
も
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
等
を
ど
う
進
め
る
の
か
協
議
。

-
岡
垣
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
概
要
版

健
康
づ
く
り
や
在
宅
で
の
生
活
支
援
、
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
、
保
健
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
策
定
。

-
イ
オ
ン
九
州
の
岡
垣
出
庖
の
経
過
に
つ
い
て

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

5
月
中
旬
を
目
途

に
県
と
協
議
中
。

④
岡
垣
町
有
財
産
売
払
収
入
に
よ
る

公
共
施
設
整
備
基
金
の
設
置

⑤
岡
垣
町
国
民
保
護
条
例
の
制
定

⑥
岡
垣
町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

⑦
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
審
査
会
設
置
、

定
数
の
制
定

③
介
護
保
険
広
域
連
合
規
約
変
更

⑨
分
館
長
の
配
置
(
西
部

・
東
部
)

※
採
決
の
結
果
は

4
P
を
ご
覧
下
さ
い

平
成
行
年
度
補
正
予
算

.定員適正化計画により今後10年

.本年度予算の職員の人件費は6，

.乳幼児医療費の助成は通院につ

.予測不可能な事態等に備えた岡

.指定管理者制度の管理者先は従

.3，000万円で庁舎の改修工事。

・駅前の矢矧川両側の舗装整備0

.内浦学童保育所の充実のため1，

・水道課と下水道課が統合され上
.国民健康保険事業への一般会計

.固定資産税は評価替え等により

発
議
・
陳
情
・
意
見
書

-
一
般
会
計
は
総
額
で
約
8
9
0
0
万
円
の
減
額
。

-
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

広
報
公
聴
事
業
の

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
特
別
委

員
会
と
し
て
再
編
。

委
員
長
に
矢
島
議
員
。
副
委
員
長
に
三
角
議
員
。

-
岡
垣
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

定
数
削
減
の
議
案
を
9
名
の
議
員
で
発
議
さ
れ
た
が
、

審
議
不
十
分
を
理
由
に
議
長
発
議
に
よ
る
特
別
委
員
会

を
設
置
し
付
託
。

.
米
軍
再
編
に
反
対
し
築
城
基
地
の
米
軍
使
用
強
化
の
撒

回
を
求
め
る
決
議

-
一
般
会
計
へ
基
金
か
ら
の
繰
入
金

当
初
予
算
の

4
億
5
千
万
円
に
対
し
、
補
正
予
算
で
は

4
億
2
千
万
円
の
減
額
に
。

算
措
置
。

-
職
員
退
職
手
当
と
し
て

5
名
分
、
約
1
億
円
が
補
正
予

-
町
議
会
費
は
約
3
5
0
万
円
の
減
額
。

-
国
民
健
康
保
険
事
業
は

一
般
会
計
か
ら
2
7
0
0
万
円

の
補
正
予
算
措
置
。

《
否
決
》

・
「
遺
伝
子
組
み
換
え
ナ
タ
ネ
」
の
自
生
・
交
雑
の
防
止

に
関
す
る
規
制
を
求
め
る
陳
情
・
意
見
書〈

と
も
に
採
択
V

-
老
人
保
健
事
業
は
医
療
給
付
費
等
の
増
額
に
よ
り
約
2

億
円
の
補
正
予
算
措
置
。



議……合

議員の賛成0・反対・-退席圃

o平成18年度岡垣町住宅新築資金貸付事業特別会 0平成17年度岡垣町国民健康保険事業特別会計補

計 正予算(第 4号)

o岡垣町障害者福祉サービス審査会の委員の定数 0平成17年度岡垣町老人保健事業特別会計補正予
全 を定める条例 (他関連 1議案) 算(第 2号)
員 o岡垣町乳幼児医療費の支給に関する条例の a部 0平成17年度岡垣町水道事業会計補正予算(第 3
賛 改正条例 号)

成 o岡垣町公民館の設置及ぴ管理に関する条例のー 0平成17年度岡垣町下水道事業会計補正予算(第

の 部改正条例 2号)

議 o岡垣町公営企業の設置に関する条例の一部改正 0福岡県介護保険広域連合の処理する事務の変更

案 条例 及び規約の変更について

o岡垣町有財産の売払収入による公共施設整備基 o r遺伝子組み換えナタネ」の自生・交雑の防止

金条例制定 に関する規制を求める陳情書及び意見書

0平成17年度岡垣町一般会計補正予算(第 5号) 0議会広報特別委員会設置の発議

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

矢 車田 竹 太 土 石 西 一 大 曽
市津

木 松 久 勢
竹内 平山島 JlI 井 田 屋 井 田 角 主，>u主. 宮 原 井 保 屋

結果 田
恵 光 手口 j資青 要 陽

彦善 治圏 書良 広 信 弘 秀 康 手口
子 利 明 強 祐 子 海 次 彦 昭 男 弘

平成18年度一般会計予算
賛成多数 。• 。。。。。。。。。。。• 。。• 可決

平成18年度岡垣町国民健康保険事業 賛成多数 。• 。。。。。。。。。。。• 。。• 特別会計予算 可決

平成18年度岡垣町老人保健事業特別 賛成多数 。• 。。。。。。。。。。。• 。。• 会計予算 可決

平成18年度岡垣町水道事業会計予算
賛成多数 。• 。。。。。。。。退 。。• 。。• 可決

平成18年度岡垣町下水道事業会計予算
賛成多数 。• 。。。。。。。。。。。• 。。• 可決

岡垣町特別職の職員で非常勤の者の報酬及 賛成多数 。• 。。。。• 。。。。。。。。。。び費用弁償に関する条例の一部改正条例 可決

岡垣町職員定数条例の一部を改正す 賛成多数 。• 。。。。。。。。。。。• 。。• る条例 (他関連 l議案) 可決

岡垣町職員の勤務時間及び休日、休 賛成多数 。• 。。。。• 。。。。。。。。。。暇等に関する条例の一部改正条例 可決

岡垣町一般職員の給与に関する条例 賛成多数 。• 。。。。。。。。。。。• 。。• の一部改正条例(他関連4議案) 可決

岡垣町の単純な労務に雇用される職員の給与 賛成多数 。• 。。。。。。。。。退 。• 。。• の種類及び基準に関する条例の一部改正条例 可決

岡垣町サンリーアイ、いこいの皇、臨海荘、 賛成多数 。• 。。。。。。⑦ 。。。。。。。。
町営駐車場の指定管理者の指定について 可決

岡垣町国民保護条例、国民保護対策本部及び 賛成多数 。• 。。。。• 。。。。。。• 。。• 緊急対処事態対策本部条例の制定について 可決

岡垣町道路の認定及び廃止について
賛成多数 。。。。。。• 。。。。。。• 。。• 可決

米軍再編に反対し築城基地の米軍使 賛成少数 • 。• • • • 。• • • • 。。。。• 。用強化の撤回を求める決議 否決
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指
定
管
理
者
制
度
導
入

総
務

議任常

常 委
a萎L 貝Eヨ

員 ふ

長義
勢 とヒ
屋 ロ

康

一

当
委
員
会
で
四
議
案
、
-
陳
情

が
審
議
さ
れ
た
。

町
職
員
に
厳
し
い
処
遇

岡
垣
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
。
定
年
に
関
す
る
改
正
。

職
員
の
勤
務
時
間
の
変
更
。
旅

費
に
関
す
る
改
正
。
職
員
の
給

与
に
関
す
る
改
正
。
単
純
労
務

職
員
の
給
与
に
関
す
る
改
正
。

職
員
の
退
職
手
当
の
改
正
。
サ

ン
リ
1
ア
イ
設
置
条
例
の
一
部

改
正
。
指
定
管
理
者
の
指
定
。

臨
海
荘
の
設
置
条
例
の
一
部
改

正
。
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
。
町
営
駐
車
場
管
理
に
関

す
る
一
部
改
正
。
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
。
町
有
財
産

売
払
収
入
に
よ
る
公
共
施
設
整

備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
。
国
民
保
護
対
策
及

び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
。
以
上
を

審
議
し
賛
否
に
つ
い
て
は
、

4

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

職
員
定
数
で
は
、
町
長
部
局

よ
り
教
育
委
員
会
部
局
に
2
名

行
き
、
公
民
館
長
を
新
し
く
設

置
し
地
域
活
動
を
進
め
て
い
く

と
の
事
。

定
年
に
つ
い
て
は
、
年
1
回

(
4
月
1
日
)
が
四
年
度
か
ら

年
2
回

(
4
月
1
日
と
叩
月
1

日
)
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
勤
務
時
間
は
却
分

延
長
さ
れ
、

8
時
却
分
か
ら
口

時
叩
分
ま
で
に
変
更
、
国
家
公

務
員
は
7
月
よ
り
実
施
し
、
女

性
等
は
子
供
を
迎
え
に
行
っ
た

り
ご
飯
の
支
度
な
ど
で
昼
休
み

を
叩
分
に
し
、
帰
る
の
は
口
時

に
退
社
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

い
う
事
で
あ
り
、
岡
垣
町
職
員

も
要
望
が
あ
れ
ば
出
来
る
よ
う

組
合
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
強
く
要
望
し
可
決
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
ロ
月
議

会
で
可
決
さ
れ
、
指
定
管
理
者

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費

節
減
の
た
め
、
官
か
ら
民
ヘ
移

行
。
小
泉
構
造
改
革
の

一
環
で

将
来
は
一
般
公
募
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
サ
ン
リ
l

ア
イ
管
理
公
社
と
運
営
管
理
指

定
と
す
る
も
の
で
す
。

臨
海
荘
は
福
祉
法
人
社
会
福

祉
協
議
会
を
指
定
し
、
町
営
駐

車
場
管
理
を
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
事
業

団
と
に
各
々
管
理
指
定
す
る
も

調
整
手
当
4
%
が
地
域
手
当

と
名
を
変
え
、

2
・
5
%
に
減
、

ま
た
管
理
職
手
当
4
%
が
2
・

5
%
に
減
額
可
決
。
税
務
職
員
、

徴
収
専
任
職
員
、
月
額
3
千
円
、

徴
収
1
件
記
円
を
、
月
額
2
千

円
、
徴
収
1
件
叩
円
に
改
定
。

職
員
の
勤
務
評
価
に
つ
な
が

る
、
そ
の
点
が

心
配
だ
。

町
長
は
厳
し

い
業
務
で
あ
る
、

励
み
に
な
れ
ば

と
思
い
期
待
し

て
い
る
。
ま
た
、

人
勧
が
地
方
に

出
し
た
4
・
8

%
減
、

4
年
間

で
調
整
し
て
い

く
。
職
員
に
と
っ

て
は
厳
し
い
春

が
来
た
も
の
で

す。

の
で
す
。

今
回
は
経
費
節
減
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
岡
垣

町
助
役
が
シ
ル
バ
ー
の
理
事
長

を
し
て
お
り
ま
す
関
係
、
岡
垣

町
長
が
岡
垣
町
助
役
と
仕
事
上

の
契
約
を
す
る
こ
と
は
問
題
が

あ
る
と
議
会
は
指
摘
い
た
し
ま

し
た
が
、
執
行
部
側
か
ら
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
と
答
弁
が
あ
り
、

弁
護
士
等
に
相
談
し
て
み
な
さ

い
と
申
し
入
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
議
会
側
も
検
討
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
有
財
産
売
り
払
い
収
入
に

よ
る
公
共
施
設
整
備
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
町
有
財

産
を
委
員
会
に
提
示
し
、
行
政

財
産
と
普
通
財
産
を
出
し
て
く

れ
と
、
申
し
入
れ
検
討
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
処
分
す
る
と

き
は
公
平
公
正
に
行
う
こ
と
を

要
望
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

制
定
及
び
、
緊
急
対
策
事

態
本
部
条
例
の
制
定
に
つ

い
てこ

れ
は
緊
急
事
態
が
発
生
し

た
時
、
国
↓
県
↓
町
に
連
絡
。

伝
達
が
来
た
岡
垣
町
で
は
岡
垣

町
長
が
会
長
と
な
り
、
町
民
の

避
難
経
路
等
、
協
力
要
請
等
の

ル
1
ル
を
決
め
て
お
く
、
町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の

条
例
制
定
で
す
。

条
例
で
は
お
名
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
が
取
り
敢
え
ず
、
町

長
ほ
か
四
名
で
ス
タ
ー
ト
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
緊
急

事
態
は
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

当
委

員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

陳
情
第
4
号

岡
垣
交
番
移
動
に
関
す
る

陳
情

P
T
A
連
合
会
成
富

啓

倫

海
老
津
駅
周
辺
に
不
良
少
年
、

不
審
者
出
現
な
ど
な
ど
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
警
察
官
の

監
視
見
回
り
な
ど
の
た
め
移
動

交
番
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
交
番
を
移
転
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
の
で
、

警
察
が
巡
視
し
詰
め
所
み
た
い

な
も
の
が
出
来
な
い
か
検
討
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
警
察
、

J

R
と
十
分
煮
詰
め
て
い
た
だ
く

よ
う
執
行
部
に
求
め
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。
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議
案
第
1
号

岡
垣
町
障
害
椙
祉
サ
ー
ビ
ス
審

査
会
委
員
の
定
数
等
を
求
め
る
・

条
例
に
つ
い
て

固
に
よ
る
障
害
者
自
立
支
援

法
の
制
定
に
基
き
、
平
成
四
年

叩
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
個
々
の
障

害
の
あ
る
人
々
の
障
害
程
度
に

よ
り
個
別
に
支
給
決
定
が
行
わ

れ
る
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
の
支
援
を
受
け
る
場
合
は

「
介
護
給
付
」
、
訓
練
等
の
支
援

を
受
け
る
場
合
は
「
訓
練
等
給

付
」
が
あ
る
。
介
護
、
訓
練
等

給
付
を
個
別
に
受
け
る
と
き
に
、

審
査
会
で
障
害
程
度
を
判
定
す

る
機
関
で
あ
る
。

医
師
の
専
門

性
が
あ
り
、
三

障
害
す
べ
て
は
把
握
で
き
な
い

し、

一
次
判
定
の
調
査
シ
l
ト

で
判
断
す
る
だ
け
と
な
る
の
で

+品
。

調
査
シ
l
ト

の
項
目
が
1
0

6
項
目
あ
る
中
、
調
査
を
し
て

一
次
判
定
を
行
う
。
そ
の
後
審

査
会
で
精
神
科
医
、
一
般
医
師

の
各
1
名
が
入
り
、
認
定
審
査

を
行
、
っ
。

誠
実
第
2
号

岡
垣
町
障
害
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
設
置
条
例
に
つ
い
て

国
の
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
障
害
福
祉
計
画
の
策

定
が
生
じ
た
。

計
画
策
定
の

時
期
は
ま
た
委

員
の
構
成
に
つ
い
て
、
知
的
、

身
体
、
精
神
と
三
障
害
者
団
体

が
あ
る
が
、
策
定
委
員
の
選
出

に
つ
い
て
各
団
体
の
意
見
等
が

反
映
で
き
る
の
か
。

-
J
11
J

M
年
度
中
に

「
じ

い

し

策
定
す
る
。
策

定
委
員
は
叩
名
で
構
成
し
三
障

害
各
団
体
の
代
表
、
民
生
委
員

や
障
害
施
設
関
係
者
、
医
療
従

事
者
等
に
入
っ
て
い
た
だ
く

0

1
lu
円
J

利
用
者
負
担

fl
h川
l
L

増
の
対
応
、
町

独
自
の
対
応
に
つ
い
て

「ー
ペ
川
J

自
立
支
援
法

「
い

い
し

の
主
旨
に
基
づ

い
て
制
度
を
運
用
す
る
が
、
町

で
対
応
で
き
る
も
の
は
、
計
画

策
定
の
中
で
検
討
す
る
。

「
|川

l
J

障
害
者
が
自

「
|川
l
L

立
で
き
る
制
度

と
す
る
べ
き
で
は

ーl
H
Hl
J

制
度
発
足
後

「
い

い
し

問
題
が
あ
れ
ば
、

国
や
県
に
意
見
を
あ
げ
る
。

議
案
第
ロ
号

岡
垣
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
.
部
を
改
正

す
る
条
例

乳
幼
児
の
疫
病
ま
た
負
傷

(
入
院
は
就
学
前
)
に
よ
る
通

院
に
つ
い
て
3
歳
未
満
か
ら
が

5
歳
未
満
ま
で
が
4
月
1
日
よ

り
、
医
療
費
が
無
料
と
な
る
。

議
案
第
刊
号

岡
垣
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
。

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
公
民
館
長
の
位
置

づ
け
は
。

実長
をを
図 ・設
り、置

地し/~ 

弓民向
-館け人
三事、材
ニ業公育
テの民成
イ充館に

を
推
進
し
て
い
く
。

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
た
め

の
分
館
長
設
置
で
は
な
い
、
社

会
教
育
で
の
役
割
が
あ
る
。

コミ、ユ一一一アイ

は
人
づ
く
り
。

教
育
委
員
会
部
局
、
町
長
部
局

も
目
指
す
も
の
は
同
じ
で
法
で

も
示
さ
れ
て
い
る
。
他
町
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
核
と
し
て
事
業
を
進
め
て

い
る
。
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
岡
垣
で
は
公
民
館
を
核
と

し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
最

良
で
あ
る
。 ー

すこやかに育って f

議
案
第
叩
号

自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
岡

垣
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
い
こ
い

の
里
の
管
理
を

指
定
管
理
者
に

行
わ
せ
る
為
の

条
例
の
改
正
を

行
う

指
定
管
理
者

に
業
務
委
託
す

る
に
あ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
向
上
す
る
委
託
料
の
考
え
方
、

ま
た
経
費
は
示
し
て
い
る
の
か
。

「
|パ
川
l
J

口
年
度
の
委

「
い

い
し

託
料
が
基
本
と

な
る
。
ま
た
改
造
費
は
町
負
担
、

修
繕
費
も
あ
る
程
度
見
込
む
、

コ
ス
ト
削
減
は
努
力
し
て
い
た

だ
く
。

議
案
第
羽
号

介
護
保
険
法
は
自
立
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
が
基
本
で
、

軽
度
者
に
対
す
る
保
険
給
付
に

つ
い
て
現
行
の
予
防
給
付
の
対

象
者
の
範
囲
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
見
直
し

た
新
た
な
予
防
給
付
へ
と
再
編

を
行
う
も
の
。

法
の
改
正
に

よ
り
適
用
し
て

い
た
人
が
利
用
で
き
な
く
な
る
。

十
分
な
予
算
事
業
が
で
き
る
の

・カ
。

現
在
、
要
支

援
、
介
護
度
1

の
人
に
対
し
て
再
度
認
定
す
る

が
、
認
定
外
に
な
っ
た
人
に
は

調
査
し
、
介
護
予
防
事
業
を
行

、っ
。
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経
済
建
設
常
任

A 

委
員
会
報
告

経
済
建
叡
常
任
委
員
長
土
屋
清
資

予
算
審
議

平
成
四
年
度
第

一
回
岡
垣
町

議
会
定
例
会
が
、

3
月
1
日
か

ら
お
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
平
成
四
年
度
の
予
算

審
議
が
主
で
、
経
済
建
設
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、

8
件
で
し
た
が
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
内
2
件
は
平
成
口
年
度

の
岡
垣
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
(
減
額
)
・
岡
垣
町
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
(
減
額
)

で
す
。

そ
の
他
3
件
は
平
成
四
年
度

の
当
初
予
算
で
、
岡
垣
町
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
予
算
2
6
8
万
3
千
円
・
岡

，垣
町
水
道
事
業
会
計
予
算
8
億

1
5
8
万
8
千
円
・
岡
垣
町
下

水
道
事
業
会
計
1
8
億
8
3
万

3
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
づ
く
り
条
例
等
の
改
正

岡
垣
町
公
営
企
業
の
設
置
等
に

関
し
て
条
例
の

一
部
改
正
。

行
財
政
構
造
改
革
に
よ
り
、
簡

素
で
効
率
的
・
効
果
的
な
事
務

の
執
行
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
水
道
課
と
下
水

道
課
を
統
合
し
、
上
下
水
道
課

を
新
設
す
る
た
め
の
条
例
改
正

で
す
。

岡
垣
町
公
営
企
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の

一
部
改
正
。

岡
垣
町

一
般
職
の
職
員
の
給

与
等
の
改
正
に
準
じ
て
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

内
容
は
調
整
手
当

(4
%
)

を
廃
止
し
、
地
域
手
当

(
2
・

5
%
)
を
新
設
す
る
も
の
。

岡
垣
町
道
路
線
の
認
定
及
び

廃
止
に
つ
い
て
は
、
毎
年
3
月

議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
主
に
、
商
業
施
設
の
進
出

が
予
定
さ
れ
て
い
る
区
域
内
の

道
路
を
廃
止
す
る
も
の
。

陳
情
書
の
取
扱

平
成
口
年
日
月
幻
日
受
付
の

「
遺
伝
子
組
み
換
え
ナ
タ
ネ
の

自
生
・
交
雑
の
防
止
に
関
す
る

規
制
を
求
め
る
」
意
見
書
を
岡

垣
町
議
会
と
し
て
国
に
提
出
を

と
の
陳
情
書
で
す
。

平
成
口
年
四
月
議
会
か
ら
審

議
不
十
分
で
継
続
審
査
中
で
し

た
が
3
月
議
会
で
全
会

一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

自生ナタネ

閣

官賞

反

対

西
田
陽
子
議
員

た
と
え
労
基
法
に
照
ら
し
て

問
題
な
い
と
し
て
も
、
世
界
的

な
労
働
時
間
短
縮
の
流
れ
と
逆

行
す
る
今
回
の
議
案
は
承
服
で

き
な
い
。
職
員
力
を
高
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。
日
本

は
今
ま
で
、
が
む
し
ゃ
ら
に
働

く
こ
と
で
経
済
大
国
に
の
し
上

が
っ
た
が
、
年
間
3
万
人
を
超

え
る
自
殺
者
や
健
康
破
壊
、
犯

罪
の
増
加
、
な
に
よ
り
大
き
く

少
子
化
が
進
ん
だ
こ
と
は
労
働

時
間
の
長
さ
と
無
関
係
で
は
な

い
。
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推

進
し
、
男
女
が
共
に
手
間
ひ
ま

か
け
て
家
事
育
児
に
か
か
わ
れ

る
環
境
づ
く
り
こ
そ
が
今
求
め

ら
れ
て
い
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

な
ら
週
1
1
2
回
開
館
延
長
も

あ
る
し
他
に
改
善
策
も
あ
る
。

国
家
公
務
員
が
今
年
7
月
か

ら
実
施
で
、
地
方
が
先
に
す
る

の
は
遺
憾
だ
が
、
組
合
と
の
交

渉
の
中
で
確
立
し
た
こ
と
だ
か

ら
と
や
か
く
言
え
な
い
。
し
か

し
婦
人
の
方
は
男
女
共
同
参
画

と
い
え
ど
も
主
婦
業
が
あ
り
、

善
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

久
保
田
秀
昭
議
員

心
配
な
の
は
民
間
準
拠
で
長

時
間
労
働
に
な
る
こ
と
で
す
。

財
界
や
ア
メ
リ
カ
の
要
求
で
労

働
条
件
改
悪
計
画
ゃ
、
時
短
促

進
法
を
改
悪
し
て
い
る
。
週
休

二
日
制
で
は
積
極
的
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
世
界
的
流
れ
に

逆
行
す
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
点
も
あ
る
の

で
賛
成
。

平
山

弘
議
員

勢屋康一 議員

職
員
が
昼
の
休
憩
時
間
を
一

時
間
取
り
た
い
と
い
う
意
向
が

あ
る
と
い
う
こ
と
や
、

5
時
加

分
と
な
る
と
一
定
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で

賛
成
。木

原
信
次
議
員木原信次議員

日
分
間
延
長
で
労
働
者
の
権

利
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
構

造
改
革
と
い
う
現
下
の
情
勢
を

充
分
把
握
さ
れ
、
組
合
も
賛
同

さ
れ
た
と
思
う
。
そ
の
意
味
で

岡
垣
町
の
職
員
は
前
途
大
変
頼

も
し
い
。
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し

賛
成
討
論
と
し
ま
す
。
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0議案29で初号ーマ、
国民保議協議会他

条例制定

反

対

久
保
田
秀
昭
議
員

戦
争
が
起
き
な
い
様
に
平
和

外
交
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き

で
す
。
憲
法
の
平
和
原
則
は
軍

一-一一-一一-一一-一一-一一-一一・1

事
に
よ
ら
な
い
平
和
で
す
。

「
憲
法
9
条
は
人
類
へ
の
贈
り

物
。
そ
の
宝
物
を
破
壊
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
世
界
で
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
武
力
攻
撃
事
態

法
の
「
我
が
国
」
の
政
府
解
釈

は
国
外
で
展
開
す
る
自
衛
隊
も

含
み
ま
す
。
日
本
領
域
外
の
米

軍
へ
の
「
後
方
支
援
」
等
を
展

開
中
の
自
衛
隊
の
行
為
は
戦
争

行
為
で
す
。
こ
れ
は
世
界
の
常

識
で
す
。
そ
こ
へ
の
「
報
復
と

し
て
の
『
武
力
攻
撃
の
お
そ
れ
」
」

等
で
有
事
法
制
が
発
動
さ
れ
、

米
国
の
戦
争
に
日
本
が
巻
き
込

ま
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

平
山

弘
議
員

し一一-ー一一一一一一一一一一

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
国
民
保
護
計
画
は
、
ア
メ
リ

カ
の
先
制
攻
撃
戦
略
に
日
本
の

自
衛
隊
と
国
民
を
動
員
す
る
た

め
の
武
力
攻
撃
事
態
法
に
基
づ

く
計
画
で
あ
る
。
ど
う
い
う
も

の
か
ら
国
民
を
守
る
の
か
、
そ

れ
は
航
空
機
・
ミ
サ
イ
ル
・
艦

船
に
よ
る
爆
撃
・
核
攻
撃
、
圏

内
潜
伏
や
上
陸
に
よ
る
地
上
戦
、

そ
し
て
生
活
関
連
施
設
へ
の
テ

ロ
攻
撃
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日

本
各
地
で
の
空
爆
や
沖
縄
戦
を

み
れ
ば
、
箪
や
国
は
国
民
を
保

護
す
る
よ
り
も
犠
牲
に
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
今
一
番
大

事
な
の
は
、
戦
争
そ
の
も
の
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
日
本
国
憲
法
の
平

和
原
則
の
立
場
か
ら
、
諸
外
国

と
の
問
題
は
外
交
手
段
で
平
和

的
に
解
決
し
て
行
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

細
川
光
利
議
員

政
府
は

3
月
末
期
限
で
国
民

保
護
協
議
会
条
例
制
定
を
押
し

付
け
た
。
同
条
例
は
戦
争
を
前

提
に
し
た
も
の
で
す
。
国
民
保

護
法
は
、
武
力
攻
撃
事
態
法
、

米
軍
支
援
法
、
特
定
公
共
施
設

利
用
法
、
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
こ
れ
ら
有
事
法
制
は
日
本

に
直
接
攻
撃
が
な
く
て
も
(
武

力
攻
撃
予
測
事
態
)
で
発
動
さ

れ
て
、
米
軍
が
戦
争
を
行
っ
た

場
合
で
も
発
動
さ
れ
る
米
軍
の

世
界
的
戦
略
戦
争
に
協
力
す
る

も
の
で
す
。
政
府
は
仮
想
敵
国

と
戦
争
を
予
測
し
て
地
方
自
治

体
に
同
条
例
制
定
を
求
め
て
い

る
。
日
本
は
世
界
に
誇
る
平
和

憲
法
を
持
っ
て
い
る
、
そ
の
憲

法
改
悪
の
世
論
つ
く
り
で
あ
り

反
対
し
ま
す
。
今
重
要
な
こ
と

は
不
況
、
福
祉
、
農
漁
業
の
後

退
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
町
民

を
守
る
条
例
こ
そ
制
定
す
べ
き

で
す
。西

田
陽
子
議
員

国
会
で
審
議
ら
し
い
も
の
が

行
わ
れ
ず
成
立
し
た
法
律
。
仮

想
敵
国
と
い
う
形
を
国
民
の
意

識
の
中
に
じ
わ
じ
わ
と
植
え
つ

け
、
日
頃
か
ら
準
備
怠
る
な
と

い
う
。
役
場
、
テ
レ
ビ
局
、
病

院
等
公
共
機
関
は
そ
の
た
め
の

計
画
や
組
織
づ
く
り
を
強
制
さ

れ
る
国
民
保
護
法
で
な
く
国
民

統
制
。
私
た
ち
の
生
活
も
変
え

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
有
事
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
日
本
国
憲

法
を
中
心
に
す
え
、
日
頃
か
ら

外
交
そ
の
他
の
知
恵
で
他
の
固

と
仲
良
く
し
て
い
く
こ
と
が
先
。

昨
年
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
か

ら
1
年。

5
8
0
人
が
ま
だ
避

難
所
生
活
。
こ
れ
こ
そ
国
民
保

護
さ
れ
る
べ
き
だ
。

国
民
保
護
協
議
会
条
例
等
の

法
的
根
拠
で
あ
る
、
武
力
事
態

法
、
国
民
保
護
法
は
、
一
昨
年
、

国
会
で
与
野
党
修
正
の
上
、
大

多
数
の
賛
成
の
も
と
可
決
成
立

し
て
い
る
。
今
懸
念
さ
れ
て
い

る
平
和
や
財
産
権
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
民
間
交
流
や
外

交
努
力
を
優
先
に
考
え
る
べ
き

で
あ
り
、
財
産
権
に
つ
い
て
は
、

憲
法
却
条
3
項
に
よ
り
「
私
有

財
産
は
正
当
な
保
障
の
も
と
公

共
の
た
め
に
こ
れ
を
用
い
る
こ

と
が
出
来
る
。
」
と
明
示
。
更

に
、
国
民
保
護
法
等
の
規
定
に

よ
り
補
完
す
る
こ
と
で
、
住
民

の
権
利
を
守
り
、
本
条
例
に
よ

り
さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
し
て

い
る
。市

津
広
海
議
員

三
菱
化
学
側
で
2
月
に
、
テ

ロ
に
よ
り
可
燃
物
タ
ン
ク
に
爆

発
物
が
仕
掛
け
ら
れ
、
爆
発
し

た
と
い
う
想
定
で
自
衛
隊
、
北

九
州
消
防
署
に
よ
る
合
同
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
日

本
も
ア
ル
カ
イ
ダ
等
か
ら
、
テ

ロ
の
対
象
国
と
報
道
さ
れ
た
経

緯
か
ら
で
あ
る
。
岡
垣
町
も
隣

町
に
航
空
自
衛
隊
基
地
が
あ
り
、

有
事
の
際
住
民
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
、
必
要
な
法
案
で
あ

る。
三
角
善
彦
議
員

市津広海議員

行
政
の
最
大
の
責
務
は
、
町

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
、

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

戦
後
印
年
、
我
が
国
日
本
は

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
戦
争

の
無
い
世
の
中
を
望
む
こ
と
は

当
然
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
条
例
整
備
は
、
法
治

国
家
で
あ
る
日
本
が
、
例
え
ば

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
よ
う
に

予
測
不
可
能
な
事
態
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
と
考
え
ま
す
。

勢
屋
康
一
議
員

こ
の
法
律
は
国
か
ら
県
を
経

て
町
へ
と
下
り
て
き
た
も
の
。

町
長
に
固
か
ら
の
連
絡
を
迅
速

に
伝
達
す
る
た
め
の
組
織
づ
く

り
。
有
事
の
時
自
衛
隊
だ
け
で

は
無
理
。
住
民
の
命
と
安
全
を

守
る
の
が
自
治
体
の
責
務
。
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反

対

平
山

弘
議
員

小
泉
「
構
造
改
革
」
は
、

「
大
企
業
の
利
潤
最
優
先
、
規

制
緩
和
万
能
、
市
場
原
理
主
義
、

弱
肉
強
食
」
で
、
貧
困
と
格
差

を
拡
大
し
て
い
る
。
町
の
「
運

営
か
ら
経
営
へ
」
と
い
う
「
構

造
改
革
」
は
政
府
・
財
界
の
手

法
の
先
取
り
で
、
住
民
福
祉
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
、

住
民
の
安
全
と
安
心
を
損
な
い

か
ね
ま
せ
ん
。
例
え
ば
保
育
所

の
民
間
移
譲
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
、
障
害
者
・
難
病
患
者
福

祉
事
業
や
在
宅
高
齢
者
福
祉
事

業
の
見
直
し
な
ど
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
乳
幼
児
医
療
費
支
給

の
拡
充
や
就
学
援
助
制
度
な
ど

は
評
価
し
ま
す
が
、
「
構
造
改

革
」
と
不
急
の
庁
舎
改
修
工
事

費
3
0
0
0
万
円
な
ど
は
問
題

で
あ
る
。

久
保
田
秀
昭
議
員

今
予
算
は
固
と
岡
垣
町
の
構

造
改
革
が
入
っ
た
構
造
改
革
予

算
で
あ
る
の
で
反
対
す
る
。
特

に
国
の
構
造
改
革
(
自
治
体
と

国
民
・
住
民
へ
の
攻
撃
)
は
一

過
性
で
は
な
い
。
米
国
と
財
界

の
た
め
に
財
界
・
政
府
な
ど
が

持
て
る
全
て
の
知
恵
と
力
を
使
っ

た
自
治
体
と
国
民
・
住
民
へ
の

攻
撃
で
す
。
そ
の
内
容
は
弱
肉

強
食
、
格
差
社
会
を
作
る
こ
と
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
せ
よ
と

い
う
も
の
で
す
。
し
か
も
、
攻

撃
は
そ
こ
で
と
ど
ま
る
ど
こ
ろ

か
、
構
造
改
革
の
先
に
あ
る
も

の
は
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る

「
日
本
幻
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
(
経

済
諮
問
会
議
が
策
定
)
と
、

「
自
民
党
憲
法
草
案
」
に
示
さ

れ
た
川
本
と
地
方
自
治
体
の
姿

で
あ
る
。
憲
法
9
条
の
改
悪
、

国
民
の
基
本
的
人
権
の
制
限
、

地
方
自
治
の
解
体
変
質
で
あ
る
。

大
堂
圏
治
議
員

町
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
、

構
造
改
革
初
年
度
と
な
る
予
算

を
住
民
の
視
点
で
客
観
的
に
審

査
し
て
み
る
と
、
建
設
的
で
あ

る
と
判
断
出
来
る
。
こ
れ
ま
で

の
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

県
下
で
も
実
施
が
少
な
い
事
務

事
業
評
価
制
度
の
運
用
に
よ
り
、

事
業
の
効
率
・
能
率
化
が
図
ら

れ
、
シ
ビ
ア
に
な
っ
て
い
る
。

サ
ン
リ
l
ア
イ
等
の
町
重
要
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
も
、
そ

の
目
的
に
沿
っ
て
減
額
計
上
さ

れ
て
お
り
、
今
後
は
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
が
注
目
さ
れ
る
。

今
後
は
行
財
政
の
運
営
が
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
厳
正

に
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
た
い
。

石
井
要
祐
議
員

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
民

生
費
の
日
・

2
%
増
は
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
政
策
の
関
心
度
が
伺

え
る
。
又
、
乳
幼
児
医
療
対
象

年
令
が
5
歳
児
未
満
と
引
上
げ

は
評
価
す
る
。
土
木
費
は

0
・

1
%
マ
イ
ナ
ス
に
も
拘
わ
ら
ず
、

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
延
伸
事
業
、
昭

和
通
り
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

事
業
費
1
億
2
0
0
万
円
が
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
費
と
し

て
計
上
さ
れ
た
。
地
元
商
工
者

が
こ
の
事
業
に
よ
り
活
性
化
へ

の
関
心
度
が
少
し
で
も
高
く
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
各
施

策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
住
民

の
声
を
よ
く
聞
き
進
め
ら
れ
る

事
を
念
願
し
、
賛
成
討
論
と
し

ま
す
。西

国
陽
子
議
員

構
造
改
革
元
年
、
子
育
て
環

境
の
充
実
(
乳
幼
児
医
療
無
料

化
5
歳
ま
で
、
待
機
児
童
の
解

消
内
浦
学
叢
充
実
、
児
童
手
当

年
齢
引
き
上
げ
等
)
予
算
に
賛

成
。
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
個
々
に
わ
た
っ
て
き
め
細

か
い
対
応
や
介
護
保
険
見
直
し

の
周
知
徹
底
が
肝
要
。
環
境
教

育
や
食
育
を
通
し
て
地
産
地
消

の
推
進
農
業
振
興
を
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
は
地
域
文
化

の
尊
重
か
ら
。

太
田

強
議
員

職
員
の
給
与
引
き
下
げ
、
開

庁
時
間
の
延
長
は
、
職
員
日
ら

厳
し
い
行
財
政
改
革
へ
の
取
組

み
の
決
意
の
表
わ
れ
で
も
あ
り
、

職
員
の
意
識
改
革
は
評
価
出
来

ま
す
。
公
民
館
長
、
副
館
長
を

作
り
、
時
代
に
合
っ
た
新
た
な

組
織
づ
く
り
が
構
築
さ
れ
て
お

り
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
等
細
部

に
わ
た
っ
て
の
視
点
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
賛
成
い
た

し
ま
す
。

三
角
善
彦
議
員

『
協
働
の
基
礎
に
信
頼
あ
り
」

「
信
頼
な
く
し
て
協
働
な
し
」

と
申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
に
携
わ
る
我
々
は
、
後

世
を
生
き
る
人
た
ち
に
よ
り
良

い
カ
タ
チ
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

改
革
は
、
先
ず
も
っ
て
行
政

と
町
民
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

が
不
可
欠
で
あ
り
、
で
き
る
こ

と
を
足
下
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
実

行
し
て
い
く
こ
と
を
共
々
に
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



常おかがき

一般質問は会期の
はじめに開催

般
質
問

議会だより

い
る
。
し
か
し
競
争
が
活

力
を
高
め
る
な
ど
の
見
方

も
あ
り
単
純
に
2
分
化
で

き
な
い
と
思
う
。
構
造
改

E

革
に
は
負
の
部
分

行
財
政
構
造
改
革

(
そ
の
5
)

J

が
伴
な
っ
て
い
る
。

固

前
4
回
の
質
問
を
前
提
に
に
も
重
大
な
課
題
を
も
た
ら
す
。

0
0
億
円
の
利
益
、
社
員
給
料

固

内
浦
小
学
校
区
学
章
一
保
育

問

そ
の
部
分
に
は
向

「
光
と
影
」
に
つ
い
て
質
問
し
今
国
民
、
町
民
生
活
の
中
に
は

1
兆
9
0
0
0
億
円
減
額
に
所
建
設
で
、

3
8
7
1
名

の

署

き

合

う

こ

と

が

政

ま

す

。

小

泉

内

閣

は

「

改

革

こ

「

影

」

格

差

社

会

が

拡

大

し

て

な

っ

た

構

造

改

革

の

基

本

理

念

名

で

陳

情

書

が

出

て

い

る

議

会

を

治

の

役

割

と

思

う

。

そ

命

」

と

大

合

唱

し

て

い

る

が

、

い

る

命

の

格

差

、

貧

富

格

差

、

は

政

治

権

力

官

僚

権

力

財

界

権

は

同

陳

情

書

を

採

択

し

た

町

長

光

学

童

保

育

所

建

設

歴
代
3
内

閣

、

橋

本

、

小

湖

、

賃

金

格

差

、

業

種

企

業

間

格

差

、

力

の

癒

着

と

構

造

的

仕

組

み

を

の

政

治

的

道

義

的

良

識

的

答

弁

相

の

件

は

、

予

算

の

森
内
閣
で
の
借
金
は
1
5
3
兆

就

職

、

老

後

の

介

護

年

金

医

療

民

主

的

に

改

革

す

る

こ

と

が

真

を

求

め

る

。

未

実

施

に

あ

た

っ

て

円
で
し
た
。
小
泉
内
閣
は

1
人
福
祉
、
ど
れ
も
不
安
で
あ
る
。
の
構
造
改
革
の
使
命
で
す
。
町

園

小

泉

首

相

政

権

当

初

は

政

は

住

民

の

声

を

よ

で
そ
れ
を
上
回
る
1
7
1
兆

円

ま

さ

に

ア

メ

リ

カ

社

会

の

光

と

行

政

、

議

会

は

町

民

の

奉

仕

者

治

情

勢

と

し

て

改

革

は

必

然

的

一

く

聴

き

住

民

の

幸

を

つ

く

っ

た

。

何

が

改

革

か

と

影

が

持

ち

込

ま

れ

て

い

る

。

で

す

。

正

義

に

目

覚

め

る

と

き

政

策

で

あ

っ

た

と

考

え

る

、

改

一

せ

に

全

力

を

傾

け

言
い
た
い
。
こ
の
事
は
町
行
政
「
光
」
は
大
企
業
の

6
兆
4

0

で

す

。

草

過

程

で

経

済

効

率

が

強

く

求

ま

す

。

。、。。，
b
o
、。内，
b
o
、A
x
q
'
O
白、
A
X
V
，。。、
d

zo
，h
x
v
、。。，
ι
x
v
、。白，
b
o
、d
内，
b
o
、A
X
リ'"。、
d

白，b
o
、A
X
リ'"。、
d

内，b
o
、.0
向，
b
o
、d
o
，h沼
r
、。白，
b

白、
d
q
，b
o
、d
内'
b
白、
d
q
'
b
白、d
q
'
b
o
、d
a
，b
白、
A
X
リ'"。、
.0q
，b
由、
d
o
，b
白、
d

内，
b五
V
、Huo
，b
o
、d
q
，b
白、
d

白，b
白、
d

め
ら
れ
勝
ち
組
み
負
け
組
み
な

ど
社
会
的
格
差
の

2
極
化
が
起

こ
り
各
新
聞
の
世
論
調
査
で
も

経
済
的
格
差
の
広
が
り
が
出
て

光利議員

社
会
の
中
に
格
差
が
拡
大

細川l

構
造
改
革
の
負
の
部
分
と
向
か
い
合
う
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• 
久保田秀昭 議員

国
民
大
増
税
の
背
景
に
は
大

企
業
に
よ
る
大
企
業
の
た
め
の

税
制
改
革
が
あ
る
。
税
は
公
正

公
平
な
税
制
で
あ
る
べ
き
で
、

民
主
的
に
決
め
ら
れ
て
い
る
と

思、っ。

固

今
日
ほ
ど
税
金
に
住
民
の

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
事
は
な

い
。
今
回
の
一
連
の
税
制
改
革

に
は
、
全
て
の
控
除
の
縮
小
・

海
老
津
駅
南
側
開
発
に
つ
い
て

固

ど
の
よ
う
な
手
順
で
進
め

て
い
く
の
か
。

固

ま
ず
町
と
し
て
は
開
発
の

基
軸
と
な
る
(
仮
称
)
海
老
津

:
遠
賀
線
の
計
画
道
路
の
実
現

に
向
け
て
関
係
機
関
へ
要
請
す

る
と
共
に
進
め
る
た
め
の
取
り

組
み
に
着
手
し
て
い
る
d

固

開
発
に
つ
い
て
の
立
派
な

企
業
誘
致
の

P
R
パ
ン
フ
レ
ツ

「
税
制
改
革
」

影
響
は

が
町
や
住
民
に
及
ぼ
す

税
制
は
公
正
・
公
平
で
あ
る
べ
き
だ

廃
止
、
定
率
減
税
の
縮
小
・
廃

止
、
住
民
税
均
等
割
り
の
値
上

げ
と
所
得
割
税
率
の

3
段
階
の

税
率
の
叩
%
フ
ラ
ッ
ト
化
(
増

税
)
、
消
費
税
率
の
値
上
げ
等

が
あ
る
。
大
増
税
で
す
。
そ
の

一
方
で
大
金
業
は
相
当
の
利
益

を
上
げ
、
内
部
留
保
金
も
ふ
く

ら
ん
で
い
る
。
し
か
も
防
衛
施

要祐 議員

ど
う
な
っ
て
い
る
の
「
町
の
開
発
計
画
や

中
心
市
街
地
活
性
化
は
」

関
係
機
関
と
協
議
し
推
進
に
努
力
し
て

い
る

石井

ト
が
作
成
さ
れ
た
が
。

園

開
発
の

P
R
と
企
業
情
報

の
収
集
に
活
用
す
る
た
め
に
作

成
し
た
。
特
に
自
動
車
関
連
企

業
の
情
報
収
集
を
進
め
る
た
め

県
の
企
業
立
地
課
と
積
極
的
に

協
議
を
行
い
た
い
。

国

一
般
住
宅
地
向
け
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
も
必
要
で
な
い

か
、
又
昔
よ
り
こ
の
地
に
住
み

設
庁
等
の
官
製
談
合
や
、
在
沖

縄
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
費

用
9
千
億
円
の
日
本
負
担
等
で

住
民
は
怒
り
心
頭
で
す
。
税
金

は
本
来
く
ら
し
や
教
育
等
国
民

生
活
を
良
く
す
る
為
に
使
わ
れ

る
も
の
。
そ
の
為
に
国
民
・
企

業
か
ら
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
暮
ら
し
は
良
く
な
ら
な

開
発
計
画
を
期
待
し
て
い
る
住

民
に
開
発
の
取
り
組
み
状
況
の

説
明
の
機
会
を
つ
く
る
考
え
は

も
っ
て
あ
る
か
。

国

実
現
に
向
け
て
多
く
の
課

題
が
あ
る
中
、
地
域
住
民
の
方
々

の
賛
同
を
得
な
け
れ
ば
事
業
は

進
ま
な
い
、
そ
の
時
期
が
来
れ

ば
説
明
機
会
を
作
り
た
い
。

都
市
計
画
道
路
、
海
老
津
・
源

十
郎
線
の
進
捗
状
況
と
交
通
安

全
に
つ
い
て

固

こ
の
路
線
は
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
に
基
い
た
も

の
で
国
道
3
号
線
岡
垣
バ
イ
パ

ス
に
つ
な
が
る
主
要
な
幹
線
道

路
で
あ
り
町
内
外
と
の
ア
ク
セ

ス
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
も

っ
と
共
に
中
心
市
街
地
の
交
通

一
方
で
、
財
界
に
は
各
種
の
特

恵
的
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
日
本
の

税
制
の
実
態
だ
と
思
う
。

一
番

良
い
税
制
と
は
「
税
負
担
能
力

に
応
じ
た
負
担
と
所
得
の
再
配

分
」
と
い
う
税
制
が
一
番
良
い

と
考
え
る
。
「
応
益
負
担
主
義
」

は
弱
肉
強
食
、
自
己
責
任
の
社

会
だ
。
町
民
の
く
ら
し
を
預
か

る
町
長
の
見
解
を
問
う
。

国

税
は
公
の
社
会
を
作
る
た

め
の
も
の
で
公
正
公
平
な
税
制

で
あ
る
べ
き
で
す
。
民
主
的
に

決
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
財

界
に
有
利
な
税
制
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
住
民
に
税
制
改
革

で
影
響
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。

4 し 中 担 具 有 民 各 を い
5か小はに利に干重重力
2か企労なには資か今
ぞ っ 業 働 っ 所 不 料 し 回
き てに者て得利でてjきま きをに示き財

てす署て再、して界
いま円い配財たいが

5るす齢る分界。る政
1. .。重君。す等税こ府
Eそく著税るにがと税
3のの・負道は固を調

固 い通追供がら通は 固 %指着 園 与続 2
充安加用あの学生 のし手 す和 守

安分全す開る 道 道 活 こ 進 て し 平るや ヲ
全 なにる始。 路路 道の 捗い 平成も路 S
対検手こ迄 19交と路路率支成 14の線 j

と 今 18年との 4
策を抜とに年差し主線な年年度 あ開 3
は。かなは 4 のてナのる度度よ る発 2
両 りく後月箇昔童中。末完りが促 ぞ
側 な交での 所 か の に で了事 。進 3

約を業 に 8
86 目 に 寄 主

を設箇に ヰ
進け所歩 虫
めるは道 さ
る等横を 己
。県断設 5
警歩け 2
本道町 を
部や道 。

と停と
の止の
協 線交
議を差町道吉木・海老津線
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国

校
区
は
長
年
の
地
域
の
歴

史
や
伝
統
・
人
の
つ
な
が
り
な

ど
か
ら
成
り
立
つ
共
同
社
会
で

あ
り
、
連
帯
感
や
求
心
力
、
そ

し
て
協
力
し
な
が
ら
互
い
に
交

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

わ
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
潜

の
設
定
と
、
遠
距
離
通
学
を
し

し
い
町
づ
く
り
の
ニ

l
ズ

に

対

在

的

な

も

の

が

あ

り

、

課

題

や

て
い
る
児
童
の
交
通
の
利
便
性

応

し

て

い

く

た

め

に

は

、

地

域

問

題

の

解

決

が

出

来

る

も

の

と

と
安
全
性
に
つ
い
て

の

様

々

な

主

体

が

、

行

政

と

協

思

っ

て

い

ま

す

。

固

な

ぜ

新

し

い

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

働

し

て

公

共

を

担

う

「

新

し

い

国

各
校
区
の
遠
距
離

ス

E
E

を

設

定

し

、

地

域

分

権

を

す

る

公

共

空

間

」

の

形

成

こ

そ

が

、

パ

通

学

児

童

の

実

情

と

今

の

か

。

こ

れ

か

ら

の

自

治

体

経

営

の

基

一打
後
の
対
策
に
つ
い
て
問

平

成

ロ

年

の

地

方

分

権

一

本

理

念

で

あ

る

と

考

え

て

い

ま

一

二

う

。

括

法

の

施

行

に

よ

り

、

自

治

体

す

。

一
札

園

昨
年
の

4
月
よ
り

は
「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」

固

小

学

校

区

を

範

域

と

し

た

恥

ur
一
=

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
が

。、
d
o
，h五
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、。白，
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λ
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，b
o
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V
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o
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、d
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b
o
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b

白、.リ白，
b

白、。。，
b
o
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内，h呂
志

AV
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b

白、
A
X
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o
、d
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，h
x
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b
o
、d
o
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o
、Aお
720
白、d
o
，b
o
、d
内，
b
o
、。内，
b

白、
d
q
'
b
白、
A
X
リ'O白、
d
a
，b
白、。

田

町
は
企

業
誘
致
で
は

最
高

6
億

円

を
融
資
す
る

と
し
て
い
る
。

財
政
は
厳
し

い
と
思
う
が

建
て
る
余
力

は
あ
る
。

固

い
ろ
い

ろ
な
施
策
の

中
で
検
証
し

て
い
き
た
い
。

東
部
出
張
所
に
つ
い
て

田

高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ

て
役
場
へ
の
交
通
手
段
が
不
便

で
あ
る
。
東
部
出
張
所
に
お
い

て
簡
易
な
証
明
や
書
類
の
受
付

な
ど
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

で
き
る
範
囲
の
中
で
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
。

恵 子 議員

遠
距
離
通
学
児
童
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
利
用
を

パ
ス
を
最
大
限
に
活
用
す
る
方
向
で

検
討
す
る

町
営
住
宅
の
建
設
を
早
急
に
進
め
な
い
か

矢島

に
よ
る
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
治
体
を
取
り
ま
く
状
況
は
厳

し
く
、
地
方
分
権
や
少
子
高
齢

化
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
等
に
よ
り
、
徐
々
に
従
来
の

行
政
を
中
心
と
し
た
公
共
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
難
し
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
新

弘 議員平山

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
地
域
分

権
を
推
進
す
る
の
が
最
善
で
あ

り
先
見
的
と
考
察
す
る
の
か
。

い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
中
で
検
証
し
て

い
き
た
い

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

国

今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
上
げ
た
い
。

運
行
開
始
を
し
て
い
る
が
、
糠

塚
・
元
松
原
循
環
線
は
山
田
小

学
校
の
通
学
児
童
、
又
、
戸
切
・

上
畑
循
環
線
は
海
老
津
小
学
校

へ
の
通
学
児
童
の
時
間
帯
に
合

わ
せ
た
運
行
時
刻
の
設
定
を
し

て
い
ま
す
。
吉
木
小
学
校
・
戸

切
小
学
校
に
つ
い
て
は
他
の
2

校
と
同
時
間
帯
で
あ
る
た
め
パ

ス
の
台
数
等
大
変
苦
慮
し
て
い

ま
す
が
、
運
行
間
隔
や
安
全
確

保
等
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
や

運
行
事
業
者
、
学
校
側
と
も
充

分
協
議
し
パ
ス
を
最
大
限
に
活

用
す
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。町営住宅海老津団地

コ
ミ

ュ
=
テ
ィ
パ
ス
に
つ
い
て

い
な
い
が
。

戸

切

・

百

合

野

方

面

の

パ

構

造

改

革

の

検

証

で

凍

結

ス

運

行

時

刻

や

こ

と

ぶ

き

荘

へ

し

て

い

る

。

町

営

住

宅

の

必

要

の

経

路

は

改

善

さ

れ

る

の

か

。

性

の

認

識

は

も

っ

て

い

る

が

、

戸
切
方
面
の
午
前
の
便
を

町
営
住
宅
に
つ
い
て

今
後
の
財
政
状
況
の
中
で
判
断

新
設
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
岡
垣
町
は
郡
内
他
町
と
比
し
た
い
。

改
善
を
し
て
い
る
。
こ
と
ぶ
き
較
し
で
も
町
営
住
宅
が
少
な
い
。

固

1
棟
の
建
設
費
は
い
く
ら

荘
経
路
は
考
え
て
い
な
い
。
海
老
津
団
地
も
2
棟
建
設
予
定
だ
っ
た
か
。

国

経
路
を
李
え
ら
れ
な
い
な
で
土
地
ま
で
取
得
し
て
い
る
の

国

約
3
億

5
千
万
円
で
そ
の

ら
、
乗
換
券
を
発
行
す
る
な
ど
に
、
未
だ
に
1
棟
し
か
建
っ
て
内
国
の
補
助
金
は
1
億
7
千
万
。
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構
造
改
革
に
つ
い
て

固

事
業
仕
分
け
を
強
力
に
推

進
す
べ
き
だ
!

こ
の
改
革
で
は
、
職
員
の
削

減
も
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
仕

事
量
も
削
減
し
な
け
れ
ば
点
の

改
革
に
は
な
ら
な
い
。
住
民
が

本
当
に
望
ん
で
い
る
事
業
な
の

か
、
一
部
に
あ
っ
て
も
非
常
に

必
要
度
が
低
い
上
、
効
果
が
あ

固

岡
垣
町
は
、
高
齢
化
率
が

お
%
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
為

町
も
「
・
日
立
を
支
援
し
、
元
気

な
高
齢
者
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
る
が
介
護
保
険
や
健
康
保
険

が
占
め
る
費
用
負
担
は
増
大
し

て
い
る
。
今
こ
そ
全
町
あ
げ
て

健
康
づ
く
り
対
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

付
関
係
課
が

一
体
と
な
っ
て

全
町
的
に
健
康
づ
く
り
対
策
を

少
子
化
対
策
で
も
っ
と
乳
幼
児
の

医
療
費
の
無
料
化
を

和 男 議員

胃
リ
ホ
弘
y
dィ、

4
4
E
吾

52q

竹内

ま
り
な
く
廃
止
で
き
な
い
か
、

民
間
で
も
担
う
こ
と
が
出
来
な

い
か
。
あ
わ
せ
て
、
下
水
道
整

備
区
域
の
見
直
し
に
言
及
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
検
証
結
果

の
説
明
を
求
め
る
。

園

地
域
に
あ
っ
た
事
業
の
選

択
を
検
討
す
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に

強 議員

往
診
料
な
ど
も
無
料
化
を
計
画

つ
い
て
は
、
公
共
の
利
益
に
な

る
の
か
、
自
治
体
が
直
営
で
や

る
べ
き
か
等
、
事
務
事
業
評
価

で
決
定
し
た
い
。
下
水
道
事
業

の
見
直
し
は
、
地
域
に
あ
っ
た

事
業
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
単

独
費
ロ
億
円
削
減
効
果
を
推
計

し
て
い
る
。

「
健
康
づ
〈
り
の
町
宣
言
」

す
べ
き
で
は
な
い
か

太閏

具
体
的
な
検
討
を
行
う

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

日
目
「
健
康
づ
く
り
の
町
」
を

宣
言
し
て
は
ど
う
か
。

国

関
係
各
課
が
連
携
し
て
町

民
の
健
康
づ
く
り
と
国
保
の
健

全
運
営
を
図
る
取
り
組
み
を
行

う
。
ま
た
町
民
全
体
の
健
康
づ

く
り
に
対
す
る
意
識
や
関
心
を

高
め
る
よ
う
努
め
る
。
モ
デ
ル

事
業
を
進
め
る
上
で
も
「
健
康

づ
く
り
の
町
宣
言
」
は
有
効
で

あ
る
の
で
関
係
課
で
具
体
的
な

検
討
を
行
う
。

園

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
つ
い
て

付
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基

盤
整
備
は
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

い
る
の
か
。

ω
協
働
を
柱
と
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
策
の
推
進
は
ど
の
よ

を 4初高無 1 早 を 圃 少
5診く料日く乳!一 子
2料評化よか幼 乳 化
そ 価をりら児 幼 対
ヲ 往し実、訴医 児 策
E診た施 5 え療 医 に
史 料いき歳て費 療 つjもれれの費 L

無争る満た無 の て
料究こ児、料 無
化ヱとま 4 化 料

9 カ宝¥をで月を イヒ

すて導体まてラ域 い区と司必進 2
る一委育しもプ総太。にい詰要 L ~ 
と緒員協た ー の 合 田 委う 23なて ヲ
答にの会。般設型議 譲形 I権い S
ぇ調意及町質立ス員 しでお 限く 4
ξ 査 見びは問」ポは てモふと G 

U を体、 を に l 、 ぃデ人財そ る
イ寸 ヲ

研聞育 今行つツ「 きルふ源れ Z
究い指後いいク地 た地と は に 5

; 

う
に
図
る
考
え
か
。

園

小
学
校
単
位
と
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
考
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
公
民
館
組

織
の
拡
充
を
図
る
。
ま
た
地
域

住
民
の
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
の
で
、
職
員

自
ら
地
域
に
出
向
き
、
住
民
と

緒
に
な
っ
て
推
進
す
る
。

「
モ
デ
ル
地
区
」
を
設
定
し
推

図
れ
な
い
か
お
尋
ね

す
る
。

国

初
診
料
・
往
診

料
な
ど
も
無
料
化
を

計
画乳

幼
児
医
療
費
の

自
己
負
担
分
は
、

2
歳

引
き
上
げ
、

4
月
1
日

よ
り

5
歳
未
満
ま
で

無
料
化
を
実
施
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
初
診
料
・

往
診
料
も
、
平
成
四
年

1
月
1
日
よ
り
無
料

化
を
実
施
し
た
い
。

町立保育所親子ふれあい健康づくり
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の
た
め
就
労
も
で
き
な
い
。
採

算
は
合
わ
な
く
と
も
「
民
」
に

は
で
き
な
い
こ
と
を
保
障
し
て

い
く
べ
き
。

国

各
課
題
を
検
討
改
善
す
る
。

固

接
遇
態
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
。
愛
想
が
な
い
、

待
た
せ
る
、
各
課
た
ら
い
回
し

等
町
民
か
ら
苦
情
は
な
い
か
。

固

職
員
も
充
分
自
覚
し
て
い

品、。白，
b

白、。向
'
h混
r
、。白，
ι
認V
、o
q
，h
p
A
v
a
，hお
V
、。白，
b
F
、。。，
b
o
、A
X
V
'
O
白、d
o
，b
白、d
o
，b
白、
d

内，ι只
V
、リ白，
b

白、
d
o
，b
o
、d
o
，b
白、
d
q
'
b
o
、A混
V
'
o
白、d
内，b
o
、品認可
'
O
白、。白，
b
o
、。内，
h
A言
d
q
'
O
白、d
自，
b
o
、。。，
b
白、
d
o
，b
o
、d

固

住
民
と
の
協
働
領
域
を
創

国

近
い
し
大
い
に
学
び
た
い
。
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

固

改
善
を
実
施
し
、
住
民
へ
が
実
行
司
ベ
t
[

る
条
件
と
し
て
、
住
民
参
加
条

園

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組

固

住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
ど
の
利
便
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。
さ
れ
て

一目箇

L

例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
考
織
づ
く
り
や
、
何
に
取
り
組
む
の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の
か
。

国

利

用

乗

客

は

予

想

と

比

べ

い

る

の

川

出

え
る
が
作
る
気
は
あ
る
か
。
の
か
そ
し
て
役
場
職
員
が
ど
の

園

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
か
。

ゴ

遁

園

出
来
る
だ
け
早
く
制
定
し
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
、
実
行
し
て
、
住
民
へ
の
協
力
体
制
を

園

3
路
線
平
均
乗
客
率
は
田

園

パ

ロ

J

魁

た

い

。

に

向

け

て

明

確

に

す

る

べ

き

だ

確

立

し

て

い

き

た

い

。

%

と

な

っ

て

い

る

。

ス

停

の

租

圃

下

臨

固

先
進
地
で
あ
る
、
宗
像
市
が
。

固

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
運
行

田

路
線
毎
や
月
、
日
、
時
間
新
設
や

-M電

の
事
例
に
、
学
ぶ
事
は
大
き
な

圏

実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

6
ヶ
月
経
過
後
の
課
題
と
問
題
帯
で
の
バ
ラ
ツ
キ
は
ど
の
よ
う
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
で
、
改
善
を

参
考
に
な
る
と
考
え
る
が
。
し
て
い
る
の
で
、
住
民
と
相
談
点
を
ど
う
改
善
す
る
の
か
。
に
な
っ
て
い
る
か
。
実
施
す
る
。

ぺ
ー

l

J引
|
川
川
U
川
1引
べ

つ

つ

ぺ

J
U
-
-十
U
川
l
i
l
-
-」

園

高
陽
団
地
線
が
多
く
利
用

国

経
営
上
で
は
大
幅
な
赤
宇

野
J

新

1
h
v
コ

ミ

ユ

ご

ニ

テ

イ

づ

〈

り

の

一

さ

れ
、
通
勤
時
間
に
集
中
し
て

で
あ
る
が
、
少
し
で
も
縮
少
さ

J
¥
モ

デ

ル

校

区

は

ど

こ

か

一

い

る

実

態

で

す

。

せ

る

た

め

に

は

、

委

託

料

の

競

ー
ト
l

一

間幽

問
題
点
の
把
握
は
十
分
に
争
化
が
必
要
だ
が
、
現
契
約
切

園

山

田

小

学

校

区

に

し

た

い

一

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

4
月
れ
後
は
実
行
す
る
の
か
。

l
司
l

i

l

-

1

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

1

1

1

1

し

か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
改
善

園

競
争
入
札
を
取
り
入
れ
る
。
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'
b
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d
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、Aお
7
6
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b
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、A
X
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白，b
由、
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白，
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白、
d

白'
h
p
、。白，
b
o
、d
o
，b
由、
d

向，b
白、
d
q
'
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白、
d

白，
b
o
、d
自，b
o
、Axq'O
白、
d

内，
b
o
、d
内，
b

白、
d

白，ι
x
v
、HV
白，b
白、
d

向，
b
白、
d
o
，b
白、d

園

小
中
学
校
の
通
学
路
に
お

け
る
危
険
性
の
把
握
と
そ
の
安

全
性
を
問
、
っ
。

国

学
校
や
保
護
者
か
ら
情
報

収
集
を
行
い
、
危
険
な
箇
所
の

周
知
、
複
数
登
下
校
、

P
T
A

や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
守

り
運
動
を
広
げ
て
い
く
。

固

吉
木
小
、
戸
切
小
か
ら
遠

距
離
通
学
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
パ
ス
の
運
行
時
間
見
直
し

固

住
民
と
の
「
協
働
」
の
強

化
で
、
重
要
な
課
題
は

・
情
報
の
共
有
化

-
説
明
責
任
を
果
た
す

.
住
民
の
行
政
参
加
意
欲
を
高

め
る
。

-
明
る
い
明
日
の
展
望
を
示
す

事
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

国

私
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
。

陽子議員

最にを 11長Eる
初し持 一一 。
のシた春
30 フせ日
秒トな市
ををいは
き組た待
ちんめた
んでにさ
とい当れ
接る番感
遇。制覚

す
る
こ
と
で
後
の
ク
レ
ー
ム
が

減
り
、
税
金
の
無
駄
使
い
が
減

る
。
又
、
住
民
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン

(
動
機
づ
け
)
と
し
て
い
る
と

ぃ、っ。

園

全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
3
S
(
ス
ピ
ー
ド
・

ス
マ
イ
ル
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
)
を
心
が
け
る
。

固

情
報
公
開
の
あ
り

方
を
問
う
。
知
る
権
利

を
具
体
化
し
、
説
明
責

任
を
果
た
す
べ
き
。

園

担
当
課
で
速
や
か

に
提
供
。

接
遇
態
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

西田

3
S
(
ス
ピ
ー
ド
ス
マ
イ
ル
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
)
を
心
が
け
る

• 

民づ 園 は竜 固 で小 国 の
全け 。つ考の要
体。公 けコえ要吉望
に交共 、ミて望木が
広通交 福ユいは小出
げ弱通 祉ニる今(さ
る者と パテ。回西れ

をし スイ 実黒て
通支て とパ 現山い
勤えの のス の)る
通、位 違の 方戸が
学町置 い位 向切

者、 固 モ 圏 整配ずけ 固 に
は慮利ら も

送遠 教あ等用れ通利
迎距 育つ 、 者 て 学 用
を離 委た 教 の い が し
担通 員の育少るきて
つ学 会か委なにちも
て は と。員いもんら
い毎 や 会学かとう
る日 っ と校か位
。保 て のへわ置
そ護 い 調のらづ

圏治議員

地i或のコミュニティ

大堂
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思園 かをす固 ル自 う数 回

。作いあか
ま地 るごこり 11 0 面 町
す 形 考会れまカ 積有
。か え空らす所 は林

ら はての 。 唱 どの
しな I町土れ現

い 'f有日ほ状
無 でよ林 Ji どに
理し 7 をケで?
だ よよ車吉 タ しご
と うこぶ l よ、

H

協
働
の
基
礎
に
信
頼
あ
り
d

w
信
頼
な
く
し
て
協
働
な
し
μ

こ
こ
で
は
協
働
力
の
強
化
に

つ
い
て
の

一
つ
の
視
点
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
。

因

子
ど
も
は
日
本
国
の
宝
で

あ
り
ま
す
。
産
み
育
て
や
す
い

環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
中
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
は
、
義
務
教
育
の
過
程 弘彦 議員松井

戸
切
川
に
つ
い
て
は
県
に
要
望
し
て

い
る

回

里
山
(
竹
林
を
含
む
)
の

管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

園

町
有
林
の
中
に
は
里
山
の

範
鴫
に
入
る
山
は
な
い
。
竹
林

に
つ
い
て
は
全
国
的
に
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
決
定
的
な
解

決
策
は
な
い
。
岡
垣
町
で
も
同

様
で
あ
る
。
全
て
が
民
有
林
で

あ
る
の
で
、
所
有
者
で
管
理
し

善彦 議員

か
ら
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
確
か
な
基
礎
学

力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
前
提
に
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
が

あ
っ
て
よ
い
と
考
え
ま
す
。
例

え
ば
、
社
会
現
象
の
ニ

l
ト
と

呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
中
に
は
、

三角

て
頂
く
こ
と
に
な
る
。

田

川
の
管
理
、
整
備
は
近
年

治
水
か
ら
景
観
保
護

・
整
備
に

移
行
し
て
い
る
が
、
岡
垣
町
で

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

園

岡
垣
町
で
も
汐
入
川
の
吉

木
小
学
校
横
で
は
県
に
よ
る
景

観
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
戸
切
川
で
も
ス
ポ
ー
ツ
広

場
横
が
適
地
と
考
え
ら
れ
、
県

子
ど
も
達
が
夢
や
希
望
を
自
分
自
身
で

考
え
見
つ
け
て
い
〈
た
め
に
は

地
域
の
方
を
特
別
講
師
と
し
て
迎
え
る

な
ど
、
意
識
の
醸
成
に
つ
と
め
て
い
〈

¥ 

さ
つ
ま
い
も
不
足
が
生
じ
て
い

ま
す
。
さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
に

つ
い
て
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う

、
。

品川町

親水ゾーン

園

町
内
で
さ
つ

ま
い
も
の
栽
培
が

可
能
で
あ
る
な
ら

ば
、
農
業
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
、

又
地
域
づ
く
り
課

が
進
め
る
特
産
品

作
り
に
も
な
る
の

で
大
い
に
検
討
の

余
地
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

主
要
河
川
に
親
水
ゾ
l
ン
の
設
置
を

の
方
に
も
要
望
を
出
し
て
い
ま

す
。

国

岡
垣
町
に
は
戸
切
川

・
矢

矧
川
・
汐
入
川
・
篠
間
川
の
主

要
4
河
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
川
に
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
親

水
ゾ
ー
ン
を
作
っ
て
頂
く
こ
と

を
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

国

最
近
焼
酎
の
需
要
が
伸
び

て
い
ま
す
。
そ
の
原
料
で
あ
る

e
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d
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d
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9
b
e
d
o
，b
e
d
a
，

高
学
歴
で
有
能
な
人
た
ち
も
少
い
く
こ
と
が
結
果
と
し
て
協
働

な
く
は
な
く
、
自
分
は
ど
ん
な
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
す
れ
ば
幸
せ
と
思
え
る
と
考
え
ま
す
。

の
か
、
地
域
社
会
の
た
め
に
ど

園

教
育
施
策
要
綱
は
、
岡
垣

ん
な
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
か
、
町
教
育
基
本
構
想
を
も
と
に
学

そ
う
し
た
夢
や
希
望
を
自
分
自
校
教
育
方
針
、
社
会
教
育
方
針

身
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
を
示
し
、
町
内
の
小
中
学
校
ご

よ
う
に
家
庭
教
育
や
学
校
教
育
と
に
教
育
指
導
計
画
書
を
策
定

を
通
し
て
子
供
た
ち
を
導
い
て
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
各

A
t
p
a
白，ι
k
y
x
，h
x
v
a
9
b
T
A友
7
0
0
h
a
，b
q
d

教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動
等
を
後
も
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ
や

通
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
供
郷
土
へ
の
誇
り
を
育
て
た
い
と

の
育
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
す
。

で
す
。
な
か
で
も
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
は
、
地
域

の
方
を
特
別
講
師
と
し
て

迎
え
地
域
の
伝
統
文
化
の

学
習
な
ど
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た

地
域
の
学
習
を
通
し
て
、

岡
垣
の
文
化
や
自
然
を
愛

し
、
さ
ら
に
は
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
夢
を
広
げ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

子どもは日本の宝
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平
成
四
年
第
1
固
定
例
会
一

般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
先

般
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
住
民
説
明
会
が
実
施
さ

れ
、
い
よ
い
よ
「
町
」
か
ら

「
地
域
」
へ
と
分
権
の
推
進
が

示
さ
れ
冒
頭
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
定
例
会
で
も
多
数
の
議

員
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
の

質
問
が
な
さ
れ
、
行
政
の
答
弁

に
各
々
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
も

感
じ
ら
れ
非
常
に
興
味
深
く
傍

聴
し
ま
し
た
。
し
か
し
質
疑
は

概
ね
総
論
で
あ
り
も
っ
と
地
域

住
民
の
目
線
で
捉
え
た
各
論
の

審
議
も
要
望
し
た
い
。
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
最
小
単
位

の
向
こ
う
三
軒
両
隣
↓
隣
組
会

↓
自
治
会
↓
広
域
(
小
学
校
区

等
)
へ
の
広
が
り
と
連
携
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
・
:
。
そ

こ
で
居
住
者
に
必
ず
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
の
参
画
を
義
務
づ
け

す
る
方
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

野
間
四
区
の
現
状
は
ア
パ
ー
ト

入
居
世
帯
の
隣
組
や
自
治
会
へ

の
未
加
入
が
多
く
町
内
日
行
政

区
中
、
加
入
率
ワ
ー
ス
ト
3
で

-

す
。
か
つ
て
は
の
ど
か
な
田
園

一

地
帯
が
宅
地
転
化
さ
れ
新
築
住

一

宅
は
な
ぜ
か
ア
パ
ー
ト
の
乱
立
、

一

若
年
層
の
人
口
増
で
高
齢
化
率

一

ロ
月
定
例
議
会

・
補
正
予
算

の
低
下
に
は
な
る
が
隣
組
や
自

一
の
中
で
本
庁
舎
改
修
の
た
め
の

治
会
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
地

…
設
計
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い

域
へ
の
対
応
も
無
関
心
、
一
方

一
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
事
前
に

で
「
若
い
人
が
住
み
や
す
い
夢

一
「
耐
震
調
査
」
を
す
る
考
え
が

の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
心
が
け

一
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で

で
も
他
方
で
自
分
達
の
住
む
地

一
反
対
の
意
見
を
明
ら
か
に
し
、

域
と
の
関
わ
り
を
も
た
な
い
生

一
そ
の
要
旨
を
年
明
け
早
々
の

き
方
で
は
防
災
、
防
犯
等
、
日

一
「
議
会
だ
よ
り
」
で
明
ら
か
に

常
の
安
全
面
に
も
問
題
が
生
じ

一
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
手
違

る
と
考
え
ま
す
。
転
入
者
の
自

一
い
で
、
本
意

・
本
論
が
皆
さ
ん

治
会
加
入
対
策
を
早
急
に
検
討

一
に
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
、
条
例
等
で
ル
l
ル
を
し
っ

一
気
づ
い
た
の
が
「
議
会
だ
よ
り
」

か
り
構
築
し
徹
底
し
た
参
画
を

一
発
行
後
で
、
後
の
ま
つ
り
で
し

促
が
さ
な
け
れ
ば
地
域
コ
ミ
ユ

一
た。

ニ
テ
イ
推
進
は
到
底
望
め
な
い
。

一

そ
の
後
の
「
耐
震
調
査
」
と
、

行
政
や
議
会
に
地
域
住
民
の
目

一
今
定
例
会
で
の
耐
震
調
査
関
連

線
で
の
議
論
を
お
願
い
し
た
い

一
予
算
に
つ
い
て
、
概
略
報
告
し

所
以
で
あ
り
地
域
協
働
力
の
強

一
ま
す
。
本
庁
舎
改
修
に
関
連
し

化
に
向
け
て
特
に
期
待
を
す
る

一
て
「
耐
震
調
査
」
を
求
め
た
の

次
第
で
す
。

一
は
、
本
庁
舎
が
一
九
八
一
年
前

一
の
耐
震
基
準
で
あ
り
、
不
安
の

一
あ
る
中
で
の
改
修
は
「
お
か
し

…
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
で
、
ロ

一
月
定
例
会
後
、
「
少
な
く
と
も

一
保
存
設
計
図
書
を
基
に
、
現
在

一
の
耐
震
基
準
で
ど
う
な
の
か
確

一
認
す
る
こ
と
は
技
術
屋
の
常
識
、

反
対
討
論
そ
の
後

どうぞ
傍聴厨へ

次の定例会は

判
開

44¥亘
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繊
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良
書

費
用
も
か
か
ら
ん
の
で
は
」
と

申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
の
本
庁
舎
改
修

予
算
関
連
で
の
質
疑
の
中
で
、

そ
の
後
の
「
耐
震
調
査
」
の
経

過
報
告
を
受
け
、
了
解
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
町
の
他

の
施
設
に
つ
い
て
も
、
耐
震
調

査
す
る
計
画
策
定
の
予
算
と
、

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度

調
査
す
る
施
設
を
決
め
て
、
本

格
的
に
調
査
す
る
予
算
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
賛
意
を
述
べ
ま

し
た
。
今
後
、
継
続
的
に
行
わ

れ
る
中
で
、
調
査
の
結
果
次
第

で
は
、
町
の
財
政
計
画
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

占 麻渡虞 議
部 生 辺 渡 会
智潤祐 事
美 治( 里佳英 替わ 務

芸議主係 り局
込書課 ) 事長 ま職

へ たし 員が
、与〆

三
角

議
会
だ
よ
り
は
公
文
書
で
あ
り
、
公
平
公
正
な
立
場
で
の

掲
載
と
な
る
た
め
、
一
般
質
問
、
討
論
コ
ー
ナ
ー
等
を
除
け

ば
主
張
の
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
墜
に
ぶ
つ
か
り
な

が
ら
皆
様
方
が
読
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く
り
へ
と
議
員
の
言

葉
で
伝
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
参
考
に
取
り
入
れ
な
が
ら

改
革
改
善
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
の
将
来
の
目
線
は
、
議
会
報
告
会
や
公
聴
会
を
当
委
員

会
で
実
施
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
議
会
と
町
民
と
の
意
思

の
訴
離
(
か
い
り
)
制
な
い
よ
う
に
す
る
州
制

1
協
働
型
の

議
会
を
構
築
す
る
泊
吋
廿
ぬ
引
詞
封
。
今
後
、
皆
様
方
が
よ

り
一
層
ま
ち
の
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

そ
の
お
手
倍
い
を
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
通
し
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
意
識
が
高
ま
り
、
皆
様
が
直
接
行
政
と
渡
り
合
う
風

土
が
で
き
た
な
ら
ば
、
極
論
す
れ
ば
我
々
議
会
議
員
は
不
要

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
治
は
現
実
を
取
り
扱
う
け
れ

ど
も
、
我
々
議
員
は
い
つ
で
も
少
し
先
の
目
線
で
物
事
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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